




































































































した. 1930年代からし iej'"れの県においても水稲作付面積が減少もしくは停滞したが， 1955年頃から再
び埼加に転じ， 1960:1=1三代後半にはピークに達した.なかでも新潟県における作付面積の増加は著しか
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1) 南 侃・石坂昇助 (1958):北陸地方における明治以降の水稲反収
の推移について.北陸農業研究調査資料編， 2， 1_.，18. 
2) 関 E治・末次 勲(1958):北陸地方における水稲品程の変遷.
















であった. 1!~~I~霊的には幕藩時代の延長と三考えられ ， 各県の農事試験場や，各地の農談会や種子交換会
を通じて品種交流が行われた.そして，さまざまな品種が導入され，試作されたi時期であった.大場
や石白，早高度をはじめ多くの品騒が栽倍された





粕魚肥な どの購入肥料が施J'FJされた 15) 大正;!{1:1になると，大豆粕，米糠，魚Jl巴が増大し，また場?frに
よって，治7Jくや土地改良事業の効果がみられた.







変動が著しく，不安定な状態であった.交雑育種による農林 1号が， 1931年〈昭和 6)から急速に仲
び，大正初期から普及した銀坊主と昭和初期からの銀坊主中生の 3品種を主幹とする北陸地方独特の



















































稲営作農単家一率経 農額米業相割占生産 水積稲作付面 y収d<. 穫 稲量
10 a当り収
1年0(収1a9量8当l:-jり平) 水EI3 2:t~ (のdこ合(;1)る 8量0年(1976~ 
平均〉
% 
55.% 9 28.% 8 2ご.「Eha 46kg 0 47kg 1 全 j主| 46.7 ，560 11，771 
北陸地方 86. 6 89.0 65.9 307 1， 490 485 492 
場r1対 日誌 84.0 88.2 65.5 164 804 492 499 
;者iJI ~ft 91. 7 95.5 68. 2 62 295 479 483 
石 )1 県 84.2 82.1 56.6 42 195 469 485 









第 2表 北陸地方における経営耕地，労働力 3 機械装備(1981年)
平jち経 平均経 10 a当り 10 a当り 10 a当 平均家 100戸当り機械台数
営耕地 営水日3 り必要 族農業 重用封t~I slm$& I明|面積 面積 米生産費 米所得 1寺 i首 就業者 -トラ 田植機 コンパ乾燥機クター イン
a a 円 円
6時3.間3 
人 [コL， !=iコ〆 iに人l ぷ[コ一、
ノ1ベ二 霞i 133 81. 6 133，897 67，043 1.4 33.4 43.5 21. 3 37.4 
北陸地方 127 95. 7 139， 992 76，839 60.0 0.8 35.4 50. 1 41. 8 59.0 
新潟県 139 105. 1 136，110 78，673 58. 7 0.9 36.0 48.6 41. 8 64.2 
富山県 125 90.9 145， 520 70，057 56.3 0.4 43.2 58.7 51. 9 64.2 
石川県 109 84. 5 145，484 79，296 66.9 O. 8 26.8 43.8 32.7 47.0 
福井県 105 81. 8 142，804 75，792 61. 9 0.8 33. 1 50.9 38.9 49.7 
(各県の農林統計水産年報より作成〉















備が進む ととも に，農薬や除草剤の多用そして動力団結機や炭用トラクタ ，ー I三jJl党型コンパインなど
の機械化の進展に よって笑現されたものであった.このこと は，主要機械の所有台数が多いこと によ











F11% jコ % % 千円 千円 % 
全 !君 4，614，450 579， 9401 12. 6 829， 360 18.0 3，205，140 69. 5 4，515.2 952.2 21. 1 
北陸 地方 350，580 16， 120 4.6 50，260 14.3 284， 210 81. 1 4，703.9 788.5 16.8 
新潟県 164， 750 9， 490 5.8 37，000 22.5 118，260 71. 8 4，070.1 962. 9 23.7 
富 山県 70，820 2， 120 3.0 4，720 6. 7 63， 970 90. 3 5，332.3 653.2 12.2 
石 川 県 61，300 2， 710 4.4 5，090 8.3 53，500 87.3 5，019.0 619.0 12.3 












ぞれ北陸地方全体の53.3%と53.4%を占めた. 10 a当り平均収量.も北陸四県では最高の 503kgであっ
Tこ.
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第 4表 北{境地方における水稲品種の作付状況 (1981年〉
( )は%， ha 
北I~主地方 新潟県 宮 rl県 石川県|福井県
コシヒカリ(中生〉 97， 781 51， 766 112，7. 44 100 ，663 (:36.7) (36.2) (44 (32.9) (30.5) 
j@g ~存 j手生(早生〕 38， 159 20，158 9， 7，128 1，180 (14.3) (14.1) (18引 (20. 1) (3.4) 
21，387 21，251 106 30 トドロキワセ (lfL/:1ミ〉 (8.0) (14.9) (0. 2) (0. 1) (-) 
18，930 183 ，930 新潟 1手生(早生〉 (7. 1) (13.2) (-) (-) (一〉
1青(Il免生〉 14， 707 ?~ 3791 12 7，325 1: 本 (5.5) (一) (13. 9) (0) (21. 5) 
12，390 128 ，058 318 14 アキヒカリ(早生〉 (4.6) (8.4) (0.6) (0) (一〉
7，2O. 22 7，022 加賀ヒカリ Ur-IJ:J (2. 6) (一〉 (一〉 (19.7) (一〉
6，479 1，360 1，362 3， 728 29 ホウネンワセ〈与!日ミ〉 (2. 4) (1. 0) (2. 6) (10.5) (0. 1) 
五百万石(早生) 5， 505 866 1， 329 977 2， 333 (2. 1) (0.6) (2.5)1 (2. 7) (6. 7) 
こしにしき(早生) 4，949 5 4，944 (1. 9) (一) (一〉 (0) (14.1) 
3，119 127 2，992 フクヒプJ リ(早生〉 (1. 2) (一) (-) (0. 4) (8.5) 
2，856 85 7 はつかおり(早生〉 (1. 1) (0) (5.2) (0) 〈一)
2，596 2，596 フクホナミ(中生〉 (1. 0) (ー〉 (-) (-) (7.4) 




? ?? 。???????? 7，9231 3，8981 1，8731 1，111 
(5.5)1 (7.4)1 (5.2)1 (3.2) 
(各県の食料事務所資料により作成〉
新潟県ーにおける主要品種は，コシヒカりとトドロキワセ，越路平生，新潟早生，アキヒカリであり，
1981年にはこの 5品種で全水稲作付面積の 86.7%を占めた(第 4表).熟期}JIJにみると，平生種が








劣る.新潟早生は強Ffj1 ・ ïfût)je.l性の品種であり，いもち病にも強い.肥沃な平坦j也での多 Jj~ 栽培に i菌
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の沖積地から成る地域である. 腐植を多く含む砂壌土や埴壌土が多い. 大部分は棚田で， 耕土が浅
く， 7K iID~ ・気 11立ともに低い地域である. I安田のダシの風J とよばれるように， ) 1ぞいにふき下す風
によって， を受ける.そのため防風林や防風ネットがFJし¥られている.稲架や婦人の作業着など
にみられるように，山形県庄内地方の影響が強い. 10 a当り収量は， 440~470kgで低い.水稲作付面
積のうち約半分がコシヒカりであり， トドロキワセがそれに次ぐ.山間部では栄養生長期間が相対的
にぜjく，肥沃な場所も少ないので，コシヒカリの栽培に良い.新潟県で最もおいしい米は，岩船郡や













長岡よりも20日程おそかった. 10 a 当り収量は低く 400~450kgである.コシヒカリの作付率が50'"'-'
70%に達し，これに次いでトドロキワセが多い.水稲経営面積はO.6'"'-'0. 8haと狭く， 日雇や{宝常的通
勤などの兼業が多い.













山間高;令 標高500~700m までの水田は津南町や湯沢IIlJ ，松之山UlJ，妙高高原町，能Ij::_lllJ などの






























を束から新川!東部王子新)1 [出1)平 I者dJ平j旦，射71<.・ 7Jく克平土[]， ~話回j ・ 1砺波平坦に分け，

















新JI西部平担 片良川と早FJ)1， J二T/lJ 1などの傾斜の急な扇状地から成る地域で，浅耕の砂壌土




富山平坦 常願寺 )I[ と神通川の扇状地で，砂 i裳土の乾 i百が大部分を占める.元々ヲ冷水{í'少質 i~詰水
13や砂質湧水田などが多くみられたが，概して新)I[地域の砂土より程度が良く，肥沃であった36) む
しろ，近年の境整備事業で排水不良になった地区も存在し， 1j又量が伸びなやんでいる.神通川の流
j或では， 7月末から 8月初jめの登熟期にフェーンの被害を受けやすく，また 近郊では都市化に
よって耕地のかい廃が著しく，耕地条件も悪化している.作付-品種はコシヒカりと越路早生，そして
日本晴が仁1=')心である. 10 a当り収量U:450r-.>480kgであり，水稲経営規模は，市街地周辺を除くと， 1 
r-.> 1. 2haと比較的大きい.
射水・氷見平坦 日本海ぞいの様l寓 4r--./5mの沖積低湿地である. 放生津潟や十二日IJ潟周辺に
は，かつては水郷景観がみられたが， 1960年代中頃からのi花田化事業と，それ以後のItl場整備事業に
よって，様相は大きく変り， 1970年頃まで1究室は急速にイ中びた:n) しかし，その後やや停滞傾向がみ



















婦中・砺波山間 標高100~400mの 111間丘陵地である.土壌は新川 ILI間と である.谷津田が






























































1--，'1. 2 haと大きい. しかし，小松市や加賀市における機織業や機械工業，さらに伝統的な窯業などへ
の就業機会も多く，第二種兼業農家率は80"'-'90%と
。加賀北部平坦 この地域は手取川扇状地を仁!ごI心とする砂嬢土ないし j~~1土の i;i七日刊也であり，
河北潟周辺には埴壌土の湿田がみられる.手取)1扇状地ではう全国に先がけて1888(明治21)年に水
田の基盤整備事業が始まり， 1914 (大正3)年には扇状地の半分の耕地整理が終了していた小1) し
かし，近年の機械化農業にとってi習場は狭小でしかも農道も不備なため，現在両区間整盟が進行1=わで

























































































































が多く， 漏水田が多い. Iヨ照不足や冷水のため収量が不安定である. 10 a当りの収量は 320""""340kg
で，県下で最低である.フクヒカリの作付面積の割合が70%を越える.
嶺南平坦 敦賀，美浜，三方，上仁|二"小浜の小平野から成る.砂壌土・壌土からなる乾田が多い
が，地力は低い.気候は温暖で，嶺北三F~坦よりも年平均気温で lOCほど高く，冬季には 2 ，..__， 3 oCの差



















































































































































































































































操業技術， 28， 145~149. 




6) El3林 明(1982) ブナ;P/1:における水稲作の発展.






































































土事業.横浜市大紀要，A -12， 65， 100"-'151. 
35)山本正三・田林 明(1975):黒部)1扇状地におけ
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(1981) ・『昭和56j~二度稲作技術対策資料，] :3"-'10. 
48)松浦 lりと・吉沢孝之・斎藤喜代治(1972):前掲
19)， 11~12. 









53)山本正三・北林吉弘 .m林 I~j (1976) :北陸地方
における農村空間の区分に関する一つの試み.J也〕型
評， 49， 361~379. 
Regional Changes of Rice Cultivation in the Hokuriku District 
Akira T ABA Y ASH1 
This paper analysed the development of rice cultivation in the Hokuriku district and its 
present position， and attempted to distinguish rice growing regions， in order to elucidate the 
characteristics of rice cultivation in the major rice district of Japan. The following are our 
findings. 
(1) The developing process of rice cultivation in the Hokuriku district after the Meiji era 
can be divided into seven periods mainly in terms of rice varieties and 10-αre yields. ln the 
first period (1884-1907) lO-are yields generally increased with fluctuations from one year to 
another. 1ndigenous varieties were compared and examined for the better ones. 1n the second 
period (1907-1920) several rice varieties selected from the indigenous ones spread and 10-are 
yields increased stably. The third period (1920-1930) found that the year1y fluctuations of the 
yield disappeared， but its growth stagnated. Pure line rice varieties were adopted in this period. 
1n the fourth period (1930-1940) 10・areyields began to increase again， while its yearly fluctu-
ations enlarged. Hybrid varieties were introduced in this period. 1n the fifth period (1940-19 
53) 10-are yields remained the same level or decreased and low fertilizer-response varieties 
were widely utilized at the time of social disorder and food shortage due to World War 11. 
The sixth period (1953-1968) experienced the rapid increase of 10-are yields and wide adaption 
of high fertilizer-response varieties唱 1nthe seventh period (1968 to present) 10-are yields stag-
nated at the high level， partly due to the rice crop adjustment to solve overproduction problems. 
This period pointed to good quality and delicious rice varieties. 
(2) The physical environment of rice cultivation in the Hokuriku district is characterized 
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by its transitional position between coldness and warrnness in terrns of tirne and space. The 
weather of the first two months of the rice growing period is cold just like that of northeast-
ern Japan， ¥vhile the weather of the next two or three months， very hot and humid， resembles 
that o[ southwestern Japan. 1n addition， warm type of rice growing is widely found in the 
western part of the Hokuriku district， while the cold type of rice growing is distributed in the 
eastern part. 
(3) Agricultural economy of the I-1okuriku district has strongly depended on rice cultivation 
considering the high percentage of rice to the total agricul tural product， the high ra tio of rice 
monoculture farms and the dominance of paddy field in the total cultivated land. 1n terrns of 
rice growing techniques， facilities and machines， the Hokuriku district is the leading rice growing 
region in Japan together with the Tohoku district. 
(4) The rice grO¥ving regions of each prefecture of the Hokuriku district (Niigata， Toyama， 
Ishikawa and Fuki) were set up based on the zones by the prefectural extension service. Nine 
regions in Niigata and Toyama prefectures， and eight regions in 1shikawa and Fukui were 
recognized respectively. These 34 regions of a1 prefectures were consolidated into 13 regions 
refering to the distribution patterns of 10-are yields， rice varieties， acreage of paddy field per 
farrn and farrners' side businesses. As a result the rice growing regions of the Hokuriku district 
were classified into eight plain types， four mountain types and one high cool mountain type. 
These are as follows: Eastern Niigata plain， Western Niigata plain， Sado plain， Toyama-Northern 
Kaga plain， Northwestem Toyama plain， Noto plain， Southern Kag仕 Reihokuplain， Reinan plain， 
Eastern Hokuriku mountain， Vvestern Hokuriku mountain， Noto-Sado mountain， Okuetsu baisn 
and High Cool Mountain (Figure 10). 
(5) The arrangement of rice growing regions of the Hokuriku district shows that the rice 
cul tivation is strongly influenced by physical conditions such as land forrns and sηow accurnulation. 
Besides， the rice cultivation types are generally divided into the ¥-varm typs in Fukui， 1shikawa 
and Toyama and the cold typs in Niigata prefecture. The scale of alluvial plains， composition of 
the plains such as delta deposits and alluvial fan deposits， technical tradition of local areas and 
opportunitities of farrners' side businesses have also considerably defined regional differences of 
rice cultivation in the Hokuriku district. 
